
 
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に
お
け
る
小
型
無
人
機
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
条
例
第
五
条
第
二
項
第

一
号
の
知
事
の
同
意
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
三
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

広
島
県
規
則
第
八
号 

 
 

 

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に
お
け
る
小
型
無
人
機
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
条
例
第
五 

 
 

 

条
第
二
項
第
一
号
の
知
事
の
同
意
に
関
す
る
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に
お
け
る
小
型
無
人
機
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る 

条
例
（
令
和
五
年
広
島
県
条
例
第
二
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
知
事 

の
同
意
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
則
で
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

 

（
知
事
の
同
意
に
係
る
申
請
） 

第
三
条 

条
例
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
知
事
の
同
意
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
小
型
無
人
機
の
飛
行
を 

開
始
す
る
日
の
十
四
日
前
（
そ
の
日
が
広
島
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
広
島
県
条
例
第
二 

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
県
の
休
日
に
当
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
日
前
に
お
い
て
、
そ
の
日
に 

最
も
近
い
同
条
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）
ま
で
に
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
小
型
無
人
機 

の
飛
行
に
関
す
る
同
意
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

申
請
書
に
は
、
次
の
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

小
型
無
人
機
の
飛
行
場
所
、
操
縦
場
所
及
び
監
視
場
所
を
表
示
し
た
図
面 

二 

飛
行
さ
せ
る
小
型
無
人
機
の
写
真
（
当
該
機
器
の
全
体
及
び
製
造
番
号
等
を
写
し
た
も
の
）
及
び 

仕
様
書
の
写
し 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
五
月
二
十
二
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

 



別記様式第１号（第３条関係） 
 

小型無人機の飛行に関する同意申請書 

 

令和  年  月  日  
 

 広島県知事 様 

（申請者）住  所 

氏    名            

生年月日 

連 絡 先           

小 型 無 人 機 の 
飛行を行う目的 

 
 

小 型 無 人 機 の 
飛行を行う日時 

令和５年   月   日    時    分から    時   分まで 

小 型 無 人 機 の 
飛行に係る区域 

 
 

通  報  者 

住  所 

氏  名 

生年月日 

連 絡 先 

 

操   縦   者 

住  所 

氏  名 

生年月日 

連 絡 先 

 

操  縦  者  の 

勤   務   先 

所 在 地 

名  称 

連 絡 先 

 

 
（小型無人機に関する情報） 

機器の種類  

製 造 者  名  称  

製造番号  登録記号  

大 き さ  形  状  

積 載 物  重  量  

その他の特徴  

備  考  

備考１ 小型無人機の飛行に係る区域の欄には，小型無人機の飛行に係る対象地域内の区域を具体的に記載すること。 

  ２ 操縦者欄には，条例第５条第２項第１号に掲げる小型無人機の飛行を行おうとする者を記載すること。 

  ３ 操縦者の勤務先欄には，操縦者が当該者の勤務先の業務として小型無人機の飛行を行おうとする場合のみ記載すること。 

  ４ 製造番号欄には，製造番号，製造記号，管理番号，管理記号，型番号，品番などの小型無人機の飛行に係る機器を識別するた

めに付された文字，記号又は符号を記載すること。 

  ５ 登録記号欄には，航空法（昭和27年法律第231号）第132条の５第１項の規定により小型無人機に表示しなければならない

こととされている登録記号を記載すること。 

  ６ 不要の欄は斜線で消すこと。 

  ７ 用紙の大きさは，日本産業規格Ａ列４とすること。 
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